第５学年　理　科　学　習　指　導　案

　

１　単元名　　おもりが動くとき（３・４／７時）

　　　　　　　Ｆ：おもりをふったとき　　Ｓ：おもりを当てたとき

２　主　眼　　Ｆ：おもりの重さや振り子の長さ・振り幅を変えたときの１往復する時間を調べ、その結果を表現することができる。

　　　　　　　Ｓ：おもりの重さや速さ、大きさを変えたときの当てられた物の動きを調べ、その結果を表現することができる。

３　準備物　　おもり、衝突実験装置、スタンド、ストップウォッチ、実験カードなど

４　展　開

	学習活動・内容
	予想される児童の反応や願い
	教師の支援・活動を支える資料

	１　おもりが動くときの様子が変わるのはどんなときかを話し合う。

　Ｆ：おもりの重さ

振り子の長さ

　Ｓ：おもりの重さ

　　　おもりの速さ


２　実験の計画を立てる。

　・自分の課題を決める

　・グループを組む

　・実験カード１を書く

３　実験の準備をし、実験する。

　・実験装置を組み立てる

　・計画的に実験を進める

４　実験の結果を整理し、まとめる。

　・記録を整理する

・実験装置を片付ける
	・おもりの重さによって変わると思うよ。

・振り子の長さが関係しているのでは。

・投げる速さが速いとピンがよくたおれたよ。


・おもりの重さによる違いを調べたいな。

・振り子の長さを10センチ、20センチにして、実験してみようかな。

・長さを2倍にすると、１往復する時間も２倍になるのかな。

・木切れがずいぶん遠くへ飛ばされたね。何センチかな。

・振り子の長さを長くしたら、１往復の時間も長くなったよ。

・おもりが速いときも、物の動く距離は長いんだね。
	・前時に学習したボーリングゲームやブランコ遊びなどを想起させ、それぞれの物の運動を変化させる要因について整理する。

・名前カードを黒板に貼ることで、自分の課題を明確にさせる。

・課題別にグループを作り、実験の計画を立てさせる。

・１つの条件を調べるときは、他の条件を同じにしておくことを確認する。　　　　科２
・課題に合った実験方法で追究しているか、机間巡視する。

技１
・結果を定量的に記録しているか、実験カード２を確認する。　　　　技２
・次時に結果を発表し合い、まとめていくことを伝える。


５　評　価　　

科２：物の運動の変化とその要因に着目して、実験の計画を立てることができる。

（発言・記録分析）

技１：実験装置を操作して、安全で計画的に実験することができる。　　　　  （行動観察）

技２：記録を定量的にとり、表にしたり、平均を求めたりすることができる。　（記録分析）

評価規準表（振り子・衝突）　　評価カード
授業の実際３（振り子）に戻る　　授業の実際３（衝突）に戻る　　トップに戻る
おもりの重さ、振り子の長さや振り幅と、


振り子が１往復する時間


の関係を調べよう。

















おもりの重さ、速さ、大きさと、


当てられたおもりが動く距離


の関係を調べよう。








